
た
 

つ
け
る
こ
と
は
危
険
で
も
あ
ろ
う
が
、
一
般
に
は
左
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。
一
 
 
 

れ
る
。
 
 
 

全
剛
、
九
剛
一
票
、
八
剛
二
軍
三
：
…
八
菜
二
剛
、
九
栗
一
剛
、
全
菜
 
 
 

こ
の
筆
の
剛
菜
を
色
で
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
へ
ん
便
利
で
あ
る
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以
下
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筆
は
ま
た
剛
毛
、
栗
毛
、
 
 

剛
毛
1
茶
色
ま
た
ほ
黒
色
 
 
 

黒
毛
－
白
色
ま
た
ほ
薄
茶
色
 
 
 

画
筆
の
種
類
粗
大
き
さ
や
用
途
に
よ
つ
て
分
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
普
通
用
途
に
よ
る
分
類
ほ
水
彩
画
撃
、
不
透
明
画
筆
 
 

日
本
画
筆
、
油
絵
画
筆
等
で
そ
の
特
長
は
使
用
者
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

大
き
さ
に
つ
い
て
は
左
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
た
ゞ
し
内
需
用
と
し
て
の
一
般
の
規
格
は
備
考
欄
に
示
し
た
。
 
 

輸
出
株
毛
画
筆
日
本
工
業
規
格
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リ
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宅
画
筆
の
種
桓
と
製
造
法
 
 

L
毛
画
筆
の
種
板
 
 

毛
筆
の
種
類
と
し
て
ほ
大
き
さ
、
毛
の
剛
栗
等
に
よ
つ
て
一
応
分
け
ら
れ
る
。
 
 

○九八七大五四＝‾一   
特  
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毛
（
中
間
毛
）
に
区
分
せ
ら
れ
、
そ
の
材
料
の
垣
減
に
ょ
り
次
の
よ
う
に
呼
ば
 
 

備考 この外職者といい、直径1寸（3センチ）  
以上順に太いものがある。訊いものに  
は其寄の大、申、小、席紙、点付繁等が  
ある。   

l
 

芯
毛
を
覆
っ
た
毛
か
表
剖
（
鰍
到
、
射
ね
軋
邦
．
 
 

生
（
同
一
寸
五
分
以
 
 

上
）
中
年
生
（
同
一
 
 

」
】
－
拳
打
か
h
ち
「
一
 
寸
三
分
以
上
）
水
筆
 
 

（
同
一
寸
二
分
五
厘
 
 

筆
の
大
き
さ
に
つ
 
 

い
て
ほ
、
メ
ー
カ
ー
 
 

専
門
の
術
語
が
あ
 
 

る
。
す
な
わ
ち
大
筆
 
 

（
筆
鋒
の
長
さ
二
寸
 
 

四
、
五
分
以
上
）
年
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メ
ー
カ
ー
独
得
の
も
の
が
あ
る
が
、
 
 

「■■彗㌍1ワてγ㌣■しでタ‘ノーで？  

2
■
毛
画
筆
の
製
造
法
 
 

0
つ
〇
〇
〇
〇
〇
 
 

筆
の
作
り
方
と
し
て
ほ
古
式
巻
立
仕
立
法
と
い
う
法
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
省
略
す
る
。
 
 

〇
C
つ
〇
 
現
在
行
わ
れ
て
い
る
方
法
ほ
ね
り
ま
ぜ
法
と
い
1
製
作
工
程
ほ
写
真
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
製
作
に
於
け
る
術
語
ほ
 
 
 

や電ふ．  
Jヂノ‘  

△  
∴二・：・   

▽  
つ
と
め
て
一
般
的
な
も
の
と
し
た
。
 
 

製作工程1毛組み  

掌り硬頓によりそれぞれ必要な原毛を量り組合わ  
せをする。作業しているのほ山羊宅で手前の毛ほ  
のぶすま毛である。   

製作工程3 寸切 り  

命毛、暇、腹、腰（命毛は先端、喉は先掛こ近く  
腹ほこれにつぐ、腰は下部）とそれぞれの毛に切  
り分ける。争怪の宅第一段（命宅）は」感は狸、  
髄、猫等の毛を用い、柔毛では上等の羊毛を使用  
する。ニ殴の毛（囁）は墨含みをよくする為羊毛  
を用い、三段、四段、五段（隈喋）の宅ほ弾力を  
つける為剛毛を使用する。写英は金具（さし金）  
に少長の毛を入れ寸木をあてで鉄で切っていると  
ころ。   

▲  
」凰ト   
▼  

製作工程2 毛揉み、火のし  

毛揉みは各軍の原毛を粗軍を焼いた灰で別々に鹿  
皮に巻いて揉む。この作業は塁含みをよくする為  
毛の油を抜くのである。  
火のしは写真に見える素蹟火鉢を毛の上におき加  
温して宅乃素性をためる作業で、獣毛のデリケー  
トな性熊に育目している0  

製作工程4 練 り ま ぜ  

寸切りした宅に滞糊（7ノアを水に溶かして煮た  

もの）を入れうすくのばし折り返しまぜあわす○  

（117）   （116）  
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製作工程5 芯立て  

練りまぜたる毛の適量をとり芯立筒（コマ）に入  
れ⊂太さを規格に合わす。写賽はできばえを手の  
感触で試しているところで、不必要な毛ほ除かれ  
るD箱に入っているのほ骨格型の芯立簡（コマ）。   

製作工程7 糸締め  

根元を麻糸で締め焼きごてをあてる0焼きごてを  
あてるとよく掃まるのである。これで機首（毛の  
部分〉か完成したのである。この穂首は別に輩鉢、  
錘とも言われている○  

◎  
◎淘◎   
◎   

丁げこ  
製作工程8 管込み  

繰込みとも言っている。一窯にした長さの軸を繰  
込み竃首を接暫剤で囲若させる。写兵は軸を回転  
させ傑育をはめる部争の肉をけずりとつていると  
ころである。この作業は旗絨を使つてもできるが  
修正を必要とする。  

製作工程6 衣毛（上毛）まき  

衣毛は芯か錬りまぜとほゞ同じ工程をたどって作  
ったもので、うすくのばし⊂乾いた芯にまきつけ  

る。そしてまた乾燥させる。  

（118）  
（119）  



画
筆
の
製
作
工
程
は
毛
筆
の
そ
れ
と
大
同
小
農
で
あ
る
が
、
製
作
工
程
六
の
衣
毛
（
上
毛
）
ま
き
が
一
般
に
ほ
な
く
、
八
の
 
 

管
込
み
が
口
金
に
な
つ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
軸
に
ネ
ー
ム
を
入
れ
る
方
法
が
違
う
こ
と
等
で
あ
る
。
 
 
 

画
筆
（
木
軸
）
の
製
作
工
程
1
 
 

★  
★圃★   
★  

大の軸にカシュ（代田按）を残って乾燥させている0  
乾腺は約三日間。  製作工程9 相国め  

フノリで努首を固める。  
写真は一方を固定した麻糸を穂首にまきつけてい  
るところで、軸を回しながら不必要な糊を除計形  
を整える。  

画
筆
の
製
作
工
程
2
 
 

木軸にマークをおしている0  

・モ、、‾■  
☆ ☆臣玲   
☆   

画
筆
の
製
作
工
程
3
 
 
 

ほりめい    製作工程10 彫 錯  

写真ほ輩管（軸）に≡角刀で彫刻Lているところ  
である。彫刻の寄掛さ軸を回す働きを主として大  
体整頓の反対コースをたどって彫るd糊固めされ  
た賽は軍籍をはめ彫刻をされてレッテルを貼り更に  
めんみつな検査をなされたものが包装されて市場  
に出されるものでこうして製作の全＝：程を終る。  

（120）  

芯を口金（金具）にはめ穂首の長さをあわせている0  

（121）  



画
筆
の
製
作
工
程
 
4
 
 

口金を平たくつふLている〇  

画
筆
の
製
作
工
程
5
 
 

口金に柄をつⅠナている0  

画
筆
の
製
作
工
程
 
6
 
 
 

口金をとめるのにくほみをつける0   

（1：∋2）   
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